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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
散薬を放出するために収容することができ、散薬放出装置に取り付けられることができ、
散薬を放出する排出口と、前記排出口を遮蔽する遮蔽部と、前記排出口を更に遮蔽する追
加遮蔽部とを有し、かつ、前記散薬放出装置に取り付ける際に、まず、前記追加遮蔽部が
機械的に開放され、次に前記遮蔽部が電気的に開放されることを特徴とする散薬収容容器
。
【請求項２】
請求項１に記載された散薬収容容器が取り付けられる散薬収容容器取付部と、前記散薬収
容容器の前記遮蔽部を開閉するための遮蔽部開閉部と、前記散薬収容容器及び収容された
散薬の重量を計測する計量部と、前記散薬収容容器の前記排出口から散薬を放出させる散
薬放出部とを有する散薬放出装置。
【請求項３】
請求項１に記載された散薬収容容器と、請求項２に記載の散薬放出装置と、前記散薬放出
装置から放出された散薬を分配して包装する散薬包装装置とを有する散薬分包機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、散薬を分包する散薬分包機に関し、特に、散薬分包機の一部である散薬包装
装置に散薬を放出する散薬放出装置及び散薬放出装置とともに用いられる散薬収容容器に



(2) JP 6945239 B2 2021.10.6

10

20

30

40

50

関し、散薬のこぼれ出しを防止し、正確に散薬を計量して散薬包装装置に放出することが
できる散薬収容容器及び散薬放出装置に関する。
【０００２】
　散薬調剤業務に関し、従来の装置においては、事前に所定の薬剤について１処方分の分
量を薬剤師が計量台で計量してから、これを装置に投入することで、配分装置で所定包数
分に分割して、分割した散薬を包装機で１包ずつ個包化するものであった。これに対して
近年、薬剤師による事前計量の作業の負担を軽減するために、装置にて１処方分の計量を
自動的に行うことができる装置及びシステムが実用化している。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、散薬収容容器から所定量の散薬を取り出し、これを所定の数
に分割し、さらに個別に包装して排出する薬品払出装置であって、散薬収容容器は、散薬
を収容するものであり、収容した散薬を排出するための排出口となる排出口部を有するこ
と、複数の散薬収容容器を保管するための容器保管装置があり、散薬収容容器を移動させ
るための容器移動装置が設けられ、容器移動装置は容器保管装置から所定の散薬収容容器
を取り出して容器載置装置に載置させる動作を実行可能であり、容器載置装置に載置され
た散薬収容容器から散薬を排出させることが開示されている。
【０００４】
　ここで、散薬収容容器は、容器保管装置に縦置き（排出口が上面の鉛直方向）に保管さ
れ、ロボットアームなどの容器移動装置で移動される際に、その姿勢が横置き（排出口が
底面の水平方向）になり、その状態で容器載置装置に載置させるものである。
【０００５】
　散薬収容容器についてこのように姿勢を変える理由は、散薬収容容器から散薬を排出さ
せるためには、横置き設置が望ましく、一方、保管装置としては、占有面積のために縦置
きが好ましく、更には、保管装置に保管している際に、散薬排出口となる部分を上方にす
ることで、散薬が散薬収容容器の下方（排出口から見ると遠方）に寄せられるため、移動
時、あるいは容器載置装置に載置した際、及び、排出口を開けて排出する直前などのタイ
ミングでの、散薬のこぼれ出しを防止できるとしている。
【０００６】
　しかしながら、これらの装置はいずれもあらかじめ棚に多数の薬剤を収容した容器を配
列しておき、これを多関節ロボットや、連接チェーン移動などの手段を用いて、計量部に
移動する方式をとっており、大型で高価格にならざるを得なかった。
【０００７】
　一般に小型の調剤薬局は、そのスペースは狭いので大型の装置を設置できないし、調剤
にあっては散薬だけでなく錠剤も処方する必要があるが、このような大型装置を小型薬局
に設置すると錠剤分包機を設置できないという問題もあり、あるいは高額な装置を設置し
ても、そもそも稼働率が低く採算が取り難いという問題がある。
【０００８】
　また、小型で簡便な装置を実現する際には、多関節ロボットや、連接チェーン移動など
の大がかりな手段ではなく、人手による散薬収容容器の移動（運搬）も想定され、そのよ
うな場合に、散薬収容容器の姿勢の変更によらない散薬のこぼれ出し防止の方法が必要と
なる。
【０００９】
　ここで、散薬収容容器は必ず薬剤を放出するための排出口を具備する必要があり、通常
はこの排出口を閉鎖して、移動や脱着を行った上で、散薬放出装置に装着した段階でこの
排出口の扉を開け、薬剤を放出及び計量を行い、完了後再び排出口の扉を閉じたうえで、
脱着・移動を行う。その際に、以下に述べるような２点の問題点がある。
【００１０】
　図１２は、従来の散薬収容容器の説明図である。散薬収容容器１は、その内部に散薬Ｐ
を収容している。図１２（ａ）に示すように、散薬収容容器１の左側には軸２に回動自在
に支持された遮蔽板３が設けられ、薬剤Ｐの排出口４を閉鎖している。
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【００１１】
　図１２（ｂ）は、散薬収容容器１の排出口４の遮蔽板３を図示しない手段によって開い
た状態を示している。遮蔽板３が開いて、別の振動手段などで駆動すると、排出口４から
薬剤Ｐは矢印５の方向に落下することができる。第１の問題点としては、振動駆動を与え
ない状態で、遮蔽板３を開けただけで、Ｐ１のように排出口４の先端の薬剤Ｐの山が少し
崩れて落下してしまうことである。
【００１２】
　非特許文献１に記載の論文「散剤予製機による分包精度と粉体物性との関連性」の表７
．各散剤および顆粒剤の物性地の測定結果（図１３に転載）には、代表的薬剤の安息角と
崩壊角が示されている。
【００１３】
　散薬のような粉流体を積み上げたときに自発的に、崩れることなく安定を保つ斜面の最
大角度を「安息角」と呼ぶ。一方「崩壊角」は安息角で静止している粉体の堆積に一定の
衝撃を与えて崩れたときの角度を示す。
【００１４】
　ここで、遮蔽板と散薬収容容器の底面とのなす角度が、安息角（または崩壊角）より大
であると、遮蔽板に接触する状態で散薬が集まっていると、静止状態で（または衝撃を与
えながら）遮蔽板を開いた場合に、散薬がこぼれ出る恐れがある。
【００１５】
　次に、第２の問題点を説明する。図１２（ｃ）は散薬収容容器１の排出口４の遮蔽板３
を図示しない手段によって閉じた状態を示している。ここでは、模式的に大きく描いてい
るが、一部の散薬Ｐ２が遮蔽板３と排出口４の間に挟まる可能性がある。その結果、遮蔽
板３は密閉することができず、すき間が出来てしまう。
【００１６】
　散薬の形状は多様だが、顆粒と呼ぶような大きな粒径のものが挟まるとそのすき間は大
きい。この状態で、排出口４を少し下に向けると、さらに薬剤がこぼれ出す。
【００１７】
　このような２点の問題点による不必要な散薬のこぼれ出し量は、僅かであったとしても
、そのこぼれ出した散薬がどこに落下して付着するのかの管理が難しく、結果として意図
しない他薬剤とのコンタミネーションに繋がる恐れがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１８】
【特許文献１】特許第５９５３４７１号公報
【非特許文献】
【００１９】
【非特許文献１】病院薬学　Ｖｏｌ．１９，Ｎｏ．２（１９９３）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２０】
　解決しようとする問題点は、上記問題に鑑み、小型・省スペースで、低価格な自動計量
機能付きの散薬分包機を提供する際に、散薬収容容器からの散薬のこぼれ出しを防止する
ことが難しい点である。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　上記課題を解決するために、第１の本発明は、散薬を放出するために収容することがで
き、散薬放出装置に取り付けられることができる散薬収容容器であって、散薬を放出する
排出口と、前記排出口を遮蔽する遮蔽部と、前記排出口を更に遮蔽する追加遮蔽部とを有
し、横置きされ、かつ、前記追加遮蔽部は、前記散薬放出装置に着脱することにより、機
械的に開閉されることを特徴とする。
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【００２２】
　なお、散薬収容容器は、略直方体の、底面を有する箱型形状であり、長手方向を略水平
方向として置かれている場合に、この姿勢を「横置き」とする。
【００２３】
　このようにすると、排出口を遮蔽する遮蔽部を二重に有することになるため、散薬収容
容器の姿勢を横置きのまま変えずに移動したとしても、散薬のこぼれ出しを防止すること
ができる。
【００２４】
　また、万一、遮蔽部での散薬の挟み込みが発生したとしても、追加遮蔽部によって、散
薬収容容器の外への散薬のこぼれ出しを防止することができる。
【００２５】
　また、追加遮蔽部の開閉を機械的に行うため、制御機構や駆動機構を必要とせず、コス
トが低い構成が実現できる。
【００２６】
　あるいは、上記課題を解決するために、第２の本発明は、散薬を放出するために収容す
ることができ、散薬放出装置に取り付けられることができる散薬収容容器であって、散薬
を放出する排出口と、前記排出口を遮蔽する遮蔽部とを有し、横置きされ、かつ、前記遮
蔽部は、前記遮蔽部の遮蔽面の、遮蔽部近傍の底面となす角度が、前記遮蔽部が開いた際
に静止状態で散薬の崩れない角度以下であって、前記遮蔽部が、前記排出口の端面に沿っ
て動作可能であることを特徴とする。
【００２７】
　ここで、静止状態で散薬の崩れない角度とは、一般に安息角と呼ばれ、散薬の材質や粒
径によって定まるものであり、遮蔽部、例えば遮蔽のための平板の角度がそれ以下であれ
ば、遮蔽のための平板を回動などの手段で開放したとしても、そのままでは散薬がこぼれ
出すことはない。
【００２８】
　また、遮蔽部が排出口の端面に沿って動作可能であるとは、以下のような状態を表す。
【００２９】
　まず、排水口の端面が、排出口近傍の散薬収容容器の底面が水平に設置される際に、散
薬の安息角以下となるような角度（例えば３０度程度）になるように設けられている。
【００３０】
　そこで、例えば、遮蔽部に固定される直動軸受が、駆動機構により、遮蔽部の遮蔽面と
平行な軸を滑動するようになっている。
【００３１】
　そのようにすると、遮蔽部は排出口の端面に沿って動作可能となるので、排出口を開閉
することが出来る。
【００３２】
　このような動作が可能であることによって、薬剤が静電気等によって排出口の端面に付
着残留した場合であっても、遮蔽部の閉鎖動作によって、薬剤を押し出し、閉鎖時に遮蔽
部と排出口との間に、薬剤を挟んで隙間を作ることがない。
【００３３】
　また、本発明は、これまでに述べた散薬収容容器が取り付けられる散薬収容容器取付部
と、前記散薬収容容器の前記遮蔽部を開閉するための遮蔽部開閉部と、前記散薬収容容器
及び収容された散薬の重量を計測する計量部と、前記散薬収容容器の前記排出口から散薬
を放出させる散薬放出部とを有する散薬放出装置という態様であってもよい。
【００３４】
　このようにすると、散薬放出装置の散薬収容容器取付部に散薬収容容器が取り付けられ
、散薬放出装置側に設けられた遮蔽部開閉部によってその遮蔽部が開放され、例えば振動
などの手段による散薬放出部により散薬収容容器内の散薬が放出され、散薬収容容器取付
部に取り付けられた散薬収容容器の重量を測定することによって放出された散薬の重量を
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知ることができるという、散薬収容容器を取付けて以降の一連の自動化が実現できる。
【００３５】
　すなわち、散薬収容容器を、横置きの状態のまま、人手によって運搬して散薬放出装置
に取り付けた場合であっても、遮蔽部開閉部が散薬放出装置に内蔵されているため、散薬
のこぼれ出しを防ぎつつ、簡便な自動化が実現できる。
【００３６】
　従来のような、多関節ロボットなどの自動輸送手段を用い、その自動輸送手段側に遮蔽
部の開閉手段を持つ場合であると、散薬収容容器を散薬放出装置に設置するタイミングで
遮蔽部が開放されることから、その際に、振動などの外力でこぼれ出しが発生する恐れが
あるが、本発明によれば、散薬放出装置側に遮蔽部開閉部を設けたことから、散薬収容容
器を散薬放出装置に設置した後に、外力などのない状態で遮蔽部を開放することができ、
こぼれ出しの恐れを小さくすることができる。
【００３７】
　更に、本発明は、これまでに述べた散薬収容容器と、散薬放出装置とに加え、前記散薬
放出装置から放出された散薬を分配して包装する散薬包装装置とを有する散薬分包機とい
う態様であってもよい。　
【００３８】
　このようにすると、散薬の分包までを一貫した自動化が可能になる。
【発明の効果】
【００３９】
　本発明の散薬収容容器、散薬放出装置、及び、散薬分包機によれば、小型・省スペース
で、低価格な自動計量機能付きの散薬分包機が提供でき、特に、保管中、運搬中、及び、
散薬放出装置にセットした際の、散薬収容容器からの散薬のこぼれ出しを防止することで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の一実施形態に係る散薬分包機の構成図であ
【図２】本発明の一実施形態に係る散薬分包機の斜視図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る散薬分包機の正面図である。
【図４】本発明の一実施形態に係る散薬収容容器の斜視図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る散薬収容容器の断面図である。
【図６】本発明の一実施形態に係る散薬放出装置の断面図である。
【図７】本発明の一実施形態に係る散薬放出装置と散薬収容容器とを示す斜視図である。
【図８】本発明の一実施形態に係る散薬包装装置の円盤配分部の斜視図である。
【図９】本発明の一実施形態に係る散薬収容容器と散薬放出装置とを示す斜視図である。
【図１０】本発明の一実施形態に係る散薬収容容器と散薬放出装置とを示す断面図である
。
【図１１】本発明の別の実施形態の散薬収容容器の遮蔽部の説明図である。
【図１２】従来の散薬収容容器の説明図である。
【図１３】本発明に係る安息角及び崩壊角の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　図１は本発明の一実施形態に係る散薬分包機１００の構成図であり、図２は本発明の一
実施形態に係る散薬分包機１００の斜視図であり、図３は本発明の一実施形態に係る散薬
分包機１００の正面図である。
【００４２】
　散薬分包機１００は、分包される散薬を収容している散薬収容容器２００と、散薬収容
容器２００を取付けてその中の散薬を放出する散薬放出装置３００と、放出された散薬を
分配し包装する散薬包装装置４００とから構成される。
【００４３】
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　但し、これらの装置の切り分けは、これに限定されず、同等の機能を発揮できればどの
ような切り分けであってもよい。
【００４４】
　以下に各構成要素につき、説明する。
【００４５】
　　＜散薬収容容器２００＞
　本発明の一実施形態を、図面を用いて説明する。図４は本発明の一実施形態に係る散薬
収容容器２００の斜視図であり、図５は本発明の一実施形態に係る散薬収容容器２００の
断面図である。
【００４６】
　散薬収容容器２００は、略直方体の、底面を有する箱型形状で、長手方向を略水平方向
として置かれている。この姿勢を横置きとする。
【００４７】
　散薬収容容器２００は、上部に上蓋２０１、下部側面に散薬の排出口２０２、排出口２
０２の出口部分に排出口２０２を遮蔽する遮蔽部（遮蔽板）２０３、遮蔽部２０３を回動
自在に保持する遮蔽部回動軸２０４、遮蔽部２０３よりも容器の外側部分に設けられた追
加遮蔽部２０５、追加遮蔽部２０５を回動自在に保持する追加遮蔽部回動軸１０６、遮蔽
部２０３及び追加遮蔽部２０５を閉鎖方向に付勢している板バネ２０７、遮蔽部２０３の
下端に設けられ、押されると遮蔽部２０３が開放方向に回動できる押し板２０８、底面外
側に磁性体である鉄板２０９を有している。
【００４８】
　なお、閉鎖方向に付勢する手段は、板バネに限定せず、コイルバネなどの弾性体や慣性
質量体などであってもよい。また、遮蔽部２０３と追加遮蔽部２０５とを共通の板バネ２
０７で付勢することは、部品点数の削減の効果は大きいが、各々の遮蔽部に別々の付勢手
段を設けてもよい。遮蔽部の質量や開閉タイミングなどにより、別々の方が有利な場合も
あり得る。
【００４９】
　散薬収容容器２００を水平面に載置した場合の底面は、図に示すように、中央部が水平
で、前方（排出口側）と後方（排出口と反対側）がやや上方に向かって傾斜している、な
べ底状の形状をしている。これは、収容されている散薬の漏れ出しを防止するために排出
口２０２に近づきすぎないように、また、排出時に収容されている散薬の排出を容易にす
るために後方に集まりすぎないように意図したものである。
【００５０】
　但し、底面が、水平あるいは非水平の全面均一な平面である場合もあり得る。散薬の性
質、散薬収容容器の取り扱い方法などにより、加工が容易な均一平面とする方が有利な場
合もあり得る。また、前方、後方のどちらか一方のみが、やや上方に向かって傾斜してい
る場合でも、先に述べた効果はある程度得られる。
【００５１】
　また、散薬収容容器２００の排出口２０２近傍の底面と、遮蔽部２０３とのなす角度Ａ
は、３０度程度となっている。これは、後述するように、散薬放出装置に散薬収容容器２
００が載置される際には、排出口２０２近傍の底面が水平に載置されるため、遮蔽部２０
３の遮蔽面の、水平面となす角度を、前記遮蔽部２０３が開いた際に静止状態で散薬の崩
れない角度（安息角という）以下となるようにしたものである。
【００５２】
　図１３は、本発明に係る安息角及び崩壊角の説明図であり、ここで、例えば、安息角に
ついて、粉末系散剤では、４３．５－５４．５度、細粒では、３１．０－３４．５度、顆
粒剤では、３６．０－３６．５度となっている。
【００５３】
　従って、角度Ａが３０度であれば、ほぼ、どのような散薬であっても、安息角より小さ
くなり、静止状態での散薬の崩れを防止できる。
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【００５４】
　但し、使用する散薬によっては、更に大きい角度（３５度、４０度など）でよい場合も
あり、あるいは、崩壊角（１３．０－３２．０度）も考慮して、更に小さい角度（２５度
、２０度、１５度など）に設定しても有効な場合もある。
【００５５】
　この実施形態では、遮蔽部２０３は、排出口２０２の上方に回動中心を有する板状のも
ので、遮蔽板と呼んでもよい。但し、板状であることに限定されず、棒状や柱状あるいは
その他の形状であって、少なくとも排出口２０２を遮蔽する部分が平面であればよいとす
る。また、その開閉方法も、板状の端部を回動中心とするものに限定されず、スライド形
式や、両開き扉など種々の形状が考えられる。
【００５６】
　＜散薬放出装置３００＞
　本発明の一実施形態を、図面を用いて説明する。図６は本発明の一実施形態に係る散薬
放出装置３００の断面図であり、図７は本発明の一実施形態に係る散薬放出装置３００と
散薬収容容器２００との関係を示す斜視図である。
【００５７】
　散薬放出装置３００は、固定板３０３、固定具３０４、計量部３０５、振動ベース３０
６、板バネ３０７、散薬収容容器取付部３０８、第１の電磁石３０９、鉄材３１０、第２
の電磁石３１１、遮蔽部開閉部３１２を有している。
【００５８】
　固定板３０３は、散薬放出装置３００全体を保持するもので、散薬分包機１００の筐体
内に強固に固定されている。
【００５９】
　固定具３０４は、固定板３０３の上に、脚部と脚部に支持される平板部を有して設けら
れ、その上に装置の要素が固定される。
【００６０】
　計量部３０５は、固定具３０４の平板上に設置され、その上面に振動ベース３０６が載
置されるので、この振動ベース３０６に搭載された全質量が計量部３０５に負荷されるこ
とで、質量測定ができるようになっている。
【００６１】
　計量部３０５としては、台秤が好適であるが、それに限定されず、ロードセルなど、そ
の上部に載置されるものの重量が計測できるものであればよい。
【００６２】
　振動ベース３０６は、散薬の出口方向（前方）が低く傾斜する脚部と、脚部に支持され
る傾斜平板部とを有する。
【００６３】
　板バネ３０７は、２セットあり、振動ベース３０６の傾斜平板部の前方と後方とからか
ら上方に延伸し、散薬収容容器取付部３０８を保持する。
【００６４】
　第１の電磁石３０９は、振動ベース３０６に固定され、一方、散薬収容容器取付部３０
８には磁性を有する鉄材３１０が、それぞれ相対して僅かな間隙を保持して配置されてい
る。これによって第１の電磁石３０９に交流的電気波形を入力すると、鉄材３１０が第１
の電磁石３０９に引き寄せられたり、離れたりという振動的挙動を示す。
【００６５】
　その結果として散薬収容容器取付部３０８は板バネ３０７を介して振動ベース３０６に
取り付いているので、散薬収容容器取付部３０８全体として、図面での上下方向と左右方
向が合成された振動を行うことができる。
【００６６】
　これらの、振動ベース３０６、第１の電磁石３０９、板バネ３０７、散薬収容容器取付
部３０８の鉄材３１０を総称して、散薬放出部３２０と呼ぶ。
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【００６７】
　但し、散薬放出部３２０の構成は、電磁石によるものに限定されず、少量ずつ散薬を放
出できるものであれば、圧電素子による振動発生であってもよく、あるいは、振動に限定
されず螺旋スクリュー駆動や、それ以外のものであってもよい。
【００６８】
　第２の電磁石３１１は、散薬収容容器取付部３０８の上面に着磁面を露出させた状態で
設けられる。これは、散薬収容容器２００の底面に取付けられた鉄板２０９を、通電によ
り吸着し、散薬収容容器取付部３０８に散薬収容容器２００を固定して保持することがで
きる。
【００６９】
　遮蔽部開閉部３１２は、直動型電磁ソレノイドであり、散薬収容容器取付部３０８の下
面に取付けられ、散薬収容容器２００の遮蔽部２０３に設けられた押し板２０８を押すこ
とにより、遮蔽部２０３を開放する機能を有する。
【００７０】
　なお、この遮蔽部開閉部３１２は、直動型電磁ソレノイドと遮蔽部側の押し板２０８と
による機構に限定せず、例えば、モータにリードスクリューを直結してモータの回転を直
線運動として押し板２０８を押したり、押し板を用いて、あるいは押し板を用いず、散薬
放出装置３００側に設けた各種の駆動源を動作させて、リンク機構により遮蔽部２０３を
回動したりするなど、種々の公知の作動機構を用いてもよい。
【００７１】
　＜散薬包装装置＞
　本発明の一実施形態を、図面を用いて説明する。図８は本発明の一実施形態に係る散薬
包装装置４００の円盤配分部４０１の斜視図である。
【００７２】
　散薬包装装置４００は、散薬放出装置３００から放出された散薬を円盤４０２上で受け
取り配分する円盤配分部４０１と、円盤配分部４０１で配分された散薬を下方へ落下させ
るホッパ・シュート４０３と、ホッパ・シュート４０３の出口に分包紙を配置し、その分
包紙に散薬を封入して包装する散薬包装部４０４とを有する。
【００７３】
　円盤配分部４０１は、左右２セットの左円盤配分部４０１Ａと右円盤配分部４０１Ｂと
から構成される。その各々に対して散薬放出装置３００が２台配置されているため、１つ
の円盤配分部４０１に、４台の散薬放出装置３００が配置されることになる。更に、散薬
分包機１００全体としては、このような円盤配分部４０１が複数セット配置されることも
ある。
【００７４】
　なお、これらの配置台数は例示であり、これより少なくてもよく、あるいは、多くても
よい。適宜、用途目的によって選択すればよい。
【００７５】
　切り出された散薬は、ホッパ・シュート４０３を介して下方に落下し、ホッパ・シュー
ト４０３の出口に対応して配置された分包紙に散薬を封入することのできる散薬包装部４
０４が配置されている。
【００７６】
　次に、このような構成の本発明の一実施形態に係る動作について説明する。図９は、本
発明の一実施形態に係る散薬収容容器２００を、散薬放出装置３００に取付ける前、ある
いは取り外した状態を示す斜視図である。また図１０は本発明の一実施形態に係る散薬収
容容器２００の取付け、取り外し動作における散薬収容容器２００の排出口２０２近傍の
動作を示す断面図である。
【００７７】
　別な場所で個別の散薬Ｐを、上蓋２０１を開けて散薬収容容器２００の内部に充填して
、再度上蓋２０１を閉じたうえで、手で持ち運ぶ。このときは図９（ａ）及び図１０（ａ
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）のような遮蔽部２０３、「閉」、追加遮蔽部２０５「閉」の状態であるので、排出口２
０２は二重に閉鎖された状態になっており、多少手で乱暴に操作しても散薬がこぼれるこ
とはない。　
【００７８】
　次に散薬収容容器２００を、散薬放出装置３００の散薬収容容器取付部３０８の一部で
あって、上面を構成する容器取付ガイド体３１３をガイドとして、作業者によって、散薬
収容容器２００が、散薬収容容器取付部３０８に取り付けられる。
【００７９】
　なお、図１０（ａ）に示すように、排出口２０２近傍の、散薬放出装置３００に取り付
けられると水平になる底面と、遮蔽部２０３の遮蔽面とのなす角度Ａが、安息角以下にな
っているため、散薬放出装置３００に取り付けられたあとで、遮蔽部２０３を開放しても
散薬がこぼれ出る恐れは少ない。
【００８０】
　この際に、追加遮蔽部２０５の左右に設けられた突起部２１０が、容器取付ガイド体３
１３の斜面部３１４に押し当てられることによって、追加遮蔽部２０５は、開状態となる
。このときは図１０（ｂ）の遮蔽部２０３「閉」、追加遮蔽部２０５「開」の状態になる
。
【００８１】
　次に、図示しない入力装置によって散薬収容容器２００の「セット完了」を装置に通知
すると、図示しない制御部によって、散薬放出装置３００の第２の電磁石３１１が駆動さ
れ、散薬収容容器２００の底面に取付けられた鉄板２０９を吸着することで、散薬放出装
置３００に散薬収容容器２００がしっかりと固定される。
【００８２】
　この状態が散薬放出装置３００の待機状態となる。この状態では、散薬収容容器２００
は、前方（排出口側）がやや低く傾斜した状態であり、遮蔽部２０３近傍の底面が水平と
なっている。そのため、遮蔽部２０３の遮蔽面と遮蔽部２０３近傍の底面とのなす角度は
、安息角となっており、静かに遮蔽部２０３を開けた場合には、それだけでは散薬がこぼ
れ出すことはない。
【００８３】
　次に、この散薬収容容器２００から薬剤Ｐを所定質量分放出するように指示があると、
まず遮蔽部開閉部３１２が駆動され、それにより散薬収容容器２００の遮蔽部２０３が開
く。このときは図９（ｃ）及び図１０（ｃ）の遮蔽部２０３「開」、追加遮蔽部２０５「
開」の状態になる。
【００８４】
　この後、散薬排出口２０２の下部にその面を配置させた散薬包装装置４００の円盤分配
部４０１の円盤４０２を一定速度で回転させ、引き続き、第１の電磁石３１４を駆動して
、第３のベース３１３に振動を与えると、これに結合されている散薬収容容器２００も振
動するので、散薬排出口２０２から散薬が回転する円盤４０２にドーナツ状に堆積してい
く。
【００８５】
　このとき計量部３０５によって、第１のベース上の全質量は連続的に計量されており、
あらかじめ定めた所定質量（例えば処方箋で指定された分量）に達したとき、すなわち、
所定量が放出されて所定質量が減じたときに電磁石３１４の振動を停止し、円盤４０２の
回転も停止する。
【００８６】
　それと同時または若干の時間を置いて、遮蔽部開閉部３１２の駆動が解除されると、排
出口２０２の遮蔽部２０３は閉鎖される。
【００８７】
　これによって、外部から振動等の外乱が加わっても、排出口２０２近傍の散薬Ｐがこぼ
れ出すことはない。
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【００８８】
　次に、円盤配分部４０１の円盤４０２上にドーナツ状に形成された散薬の山を、円盤４
０２を所定角度ずつ回転停止して、制御部から指示される円周分割数（たとえば１０等分
）で配分し、図示しない切り出し部で切り出すことで１包分に分配する。
【００８９】
　切り出された散薬は、ホッパ・シュート４０３を介して下方に落下し、ホッパ・シュー
ト４０３の出口に設けられた散薬包装部４０４の分包紙に薬剤Ｐが封入される。このよう
にして、例えば、１処方１０包の分包状態が完成する。
【００９０】
　なお、一連の処理が終了した後で、散薬収容容器２００を取り外す際には、取り付け時
と逆の操作を行う。すると、遮蔽部２０３及び追加遮蔽部２０５は、閉鎖方向への共通の
付勢手段である板バネ２０７（図４及び図９（ｃ）に示す、なお、図９（ａ）では図示を
省略）が作用して、排出口２０２が二重に遮蔽（閉鎖）され、こぼれ出しの心配なく他所
へ移動することができる。　
【００９１】
　図１１は、本発明の別の実施形態の散薬収容容器の遮蔽部５０３の説明図である。散薬
収容容器の排出口５０２は、遮蔽部５０３が設けられている。
【００９２】
　遮蔽部５０３は、排出口５０２近傍の散薬収容容器の底面が水平に設置される際に、散
薬の安息角以下となるような角度（例えば３０度程度）になるように設けられている。
【００９３】
　また、遮蔽部５０３に固定される直動軸受５０５が、図示しない駆動機構により、遮蔽
部５０３の遮蔽面と平行な軸を滑動するようになっている。
【００９４】
　図示しない駆動手段によって、遮蔽部５０３は排出口５０２の端面に沿って動作可能と
するので、排出口５０２を開閉することが出来る。図１１（ａ）は「閉」状態、図１１（
ｂ）は「開」状態である。
【００９５】
　このような動作が可能であることによって、図１１（ｃ）のように、薬剤Ｐ２が静電気
等によって排出口５０２の端面に付着残留した場合であっても、遮蔽部５０３の閉鎖動作
によって、薬剤Ｐ２を押し出し、閉鎖時に遮蔽部５０３と排出口５０２との間に、薬剤を
挟んで隙間を作ることがない。
【００９６】
　なお、これまでの説明で、散薬収容容器を人手で扱う場合の散薬のこぼれ出しを防止す
ることとして記述してきたが、人手によらずに、ロボットなどに自動で行わせる場合であ
っても、本発明は有効で、ロボットなどの制御の精密さが軽減できるという利点がある。
【００９７】
　また、これまでの説明で、電磁石に吸引される部分を、磁性体である鉄板あるいは鉄材
として記述したが、電磁石に吸引されることができる物質であれば、鉄には限定されず、
他の材料であってもよい。
【００９８】
　なお、これまでの説明で、散薬放出装置、あるいは、散薬分包機に用いられる散薬収容
容器については、排出口、排出口を遮蔽する遮蔽部のほかに、追加遮蔽部を有すること、
あるいは／及び、遮蔽部と底面との角度が小さいことという特徴を有するとしたが、これ
らの特徴を有さない散薬収容容器を用いても、散薬放出装置側に遮蔽部開閉部を有するな
どの特徴から、本発明の課題の解決には、ある程度の効果が得られる
【符号の説明】
【００９９】
１００　散薬分包機
２００　散薬収容容器
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３００　散薬放出装置
４００　散薬包装装置
２０１　上蓋
２０２　排出口
２０３　遮蔽部
２０４　遮蔽部回動軸
２０５　追加遮蔽部
２０６　追加遮蔽部回動軸
２０７　板バネ
２０８　押し板
２０９　鉄板
２１０　突起部
３０３　固定板
３０４　固定具
３０５　計量部
３０６　振動ベース
３０７　バネ
３０８　散薬収容容器取付部
３０９　第１の電磁石
３１０　鉄材
３１１　第２の電磁石
３１２　遮蔽部開閉部
３１３　容器取付ガイド体
３１４　斜面部
３２０　散薬放出部
４０１　円盤配分部
４０２　円盤
４０３　ホッパ・シュート
４０４　散薬包装部
５０２　排出口
５０３　遮蔽部
５０４　軸
５０５　直動軸受
Ａ　　　角度
Ｐ、Ｐ１、Ｐ２　散薬



(12) JP 6945239 B2 2021.10.6

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】

【図８】
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【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】 【図１３】



(14) JP 6945239 B2 2021.10.6

10

フロントページの続き

(72)発明者  深津　邦夫
            東京都大田区蒲田一丁目２３番８号　株式会社瀧口製作所内

    審査官  村上　勝見

(56)参考文献  特開２０１７－０５６２２１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１６－１３７９１７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－１１４０２１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｊ　　　３／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

